
《エネルギーの形態》エネルギー（１）−１
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単位体積当り

化学結合による内部エネルギー 𝐸

分⼦の運動による内部エネルギー 𝐸

電⼒による仕事 𝐸 ൌ 𝑉𝐼𝑡

エネルギー [J] ：𝐸 仕事をすることができる能⼒の量
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《電磁気エネルギーとの変換》エネルギー（１）−２
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《電⼒貯蔵技術》エネルギー（１）−３
電⼒貯蔵技術：

■揚⽔発電 ＜位置エネルギー＞

■⼆次電池 ＜化学エネルギー＞

■圧縮空気エネルギー貯蔵（CAES） ＜内部エネルギー＞ ※Compressed Air Energy Storage

電⼒を必要なときに利⽤できるように、充電・放電を繰り返すことができる技術。
電⼒系統に接続して、発電（供給）と負荷（消費）の差を吸収する。

貯蔵効率･エネルギー密度･耐久性･安全性･経済性が⾼い。 充電・放電の応答性が早い。

従来からの主⼒貯蔵⽅法。余剰電⼒で上池に⽔を汲み上げて、電⼒不⾜時に下池へ落⽔させて⽔⼒発電する。
適した⽴地が無くなってきているため、下池に海を利⽤した、海⽔揚⽔発電の開発・実⽤化に期待。

ナトリウム硫⻩（NAS）電池やレドックスフロー電池などの新型電池の研究・実⽤化が進んでいる。

■電気⼆重層キャパシタ ＜静電エネルギー＞

■フライホイール ＜運動エネルギー＞

余剰電⼒で圧縮空気をつくり、電⼒不⾜時に圧縮空気をガスタービンに使って発電する。

電⼒負荷全体の平準化電⼒貯蔵⽤途： 、受電電⼒の平準化 、発電電⼒平準化 、瞬低・停電補償 、電⼒系統制御

■超電導コイル貯蔵（SMES） ＜磁気エネルギー＞ ※Superconducting Magnetic Energy Storage
超電導コイルに電流を閉じ込めてエネルギーを貯蔵。エネルギー効率が⾼く⼤出⼒を短時間に放出できる。

理想の貯蔵⽅式：

⾼慣性モーメント体を⾼速回転させてエネルギーを貯蔵。応答性が速く短時間の負荷変動吸収に適す。

⼤容量コンデンサ。応答性が速く短時間の負荷変動吸収に適す。


